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農事組合法人 ファーム大島
　「満開のチューリップ畑」

今月の表紙



後
一
ケ
月
頃
を
目
安
に
行
い
ま

し
ょ
う
。 

　

葉
い
も
ち
病
等
の
早
期
発
見

に
努
め
、 

発
見
し
た
ら
直
ち
に

随
時
防
除
を
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。 

※
気
温
が
高
く
な
る
と
、
雑
草

の
発
生
も
早
ま
る
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
除
草
剤
の
散
布
は
、
登

録
期
間
内
の
早
い
時
期
に
行
い

ま
し
ょ
う
。 

●
10
ａ
当
り
基
準
散
布
量
を
厳

　

守
し
、
撒
き
す
ぎ
に
注
意
し

　

ま
し
ょ
う
。 

●
散
布
後
７
日
間
は
落
水
を
し

　

な
い
。

止
水
、
朝
夕
か
ん
が
い
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
低
温
時
の

浅
水
や
落
水
は
地
温
を
下
げ
る

こ
と
と
な
る
た
め
避
け
ま
し
ょ

う
。

　

５
月
中
旬
以
降
に
な
る
と
地

温
が
上
昇
し
、
ワ
ラ
等
の
有
機

物
が
分
解
し
ガ
ス
が
発
生
し
始

め
ま
す
。
天
候
の
よ
い
日
を
選

ん
で
２
～
３
回
ガ
ス
抜
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　

溝
堀
は
５
月
末
ま
で
に
圃
場

に
５
～
６
本
程
度
設
け
て
く
だ

さ
い
。

　

中
干
し
時
期
が
遅
く
、
中
干

し
程
度
が
弱
め
の
場
合
、
弱
勢

分
け
つ
が
淘
汰
さ
れ
ず
米
の
品

質
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。
中
干
し
開
始
は
、
田
植

　

初
期
茎
数
確
保
に
は
適
切
な

水
管
理
が
必
要
で
す
。

　

田
植
え
直
後
か
ら
４
日
程
度

は
植
え
傷
み
を
防
ぎ
、
湛
水
に

よ
る
保
温
効
果
を
高
め
る
た
め
、

５
㎝
程
度
の
や
や
深
水
と
し
ま

す
。
急
激
な
か
ん
水
は
、
浅
植

え
さ
れ
た
も
の
を
浮
苗
に
す
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
ゆ
る
や
か
に

か
ん
水
し
、
苗
が
水
没
し
な
い

様
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

活
着
後
の
温
か
い
日
中
は
３

㎝
程
度
の
浅
水
に
し
て
水
温
、

地
温
を
高
め
て
発
根
、
分
げ
つ

な
ど
の
初
期
生
育
の
促
進
を
図

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
昼
夜
の

水
温
較
差
が
大
き
い
と
分
げ
つ

発
生
が
促
進
さ
れ
る
の
で
、
有

効
茎
の
早
期
確
保
の
た
め
昼
間

①
　
水
　
管
　
理

③
　
防
　
　
　
除

除
　
　
草
　
　
剤

②
溝
掘
り
・
中
干
し

田
植
え
後
の
稲
作
管
理

 

売
れ
る 

「
い
み
ず
野
米
」 

品
質
向
上
に
向
け
て

良
質
米
の
安
定
増
収
を
図
る
た
め
に
は
、

ま
ず
生
育
前
半
の
生
育
量
の
早
期
確
保

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

農業用廃プラスチック、
廃棄農薬、回収のおしらせ

富 山 県 農 業 用 廃 プ ラ ス チ ッ ク 適 正 処 理 推 進 協 議 会

▲午前８時半～12時まで受け付
けます。収集場所では係員の指示
に従い、確認を受けて下さい。
・回収当日、印鑑をご持参下さい。

小杉カントリーエレベーター
下 村 ラ イ ス セ ン タ ー
射水カントリーエレベーター
新湊カントリーエレベーター

の各施設で実施します。

★農業用廃プラスチックは正しく
　分類し、適正な梱包をして下さ
　い。
★廃棄農薬は正しく分離し、しっ
　かりした箱に詰めて下さい。以
　上、よろしくお願いします。

●収集日以外に無断で搬入した場合
●異物が混入しているもの
●正しく荷造りがされていないもの
●農薬容器に少量の薬液が残っているもの

このような場合はお持ち帰り願います。

◆収集日は６月11日（土）です。 ◆ 収 集 場 所 は 、　 　 　 　

日
時　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
八
日
（
土
）

時
間　

午
後
二
時
よ
り

場
所　
ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
ラ
ポ
ー
ル
に
て

３　いみず野だより いみず野だより　２

水温・地温を高める水管理
活着後は２～３㎝の浅水 田植直後から４日程度は

４～５㎝のやや深水

あったかい!!

チラ干しは寒いなぁ～

冷える!!

第
11
回
通
常
総
会
開
催

射
水
市
農
業
再
生
協
議
会

　

平
成
28
年
４
月
27
日（
水
）、
い
み
ず
野
農
業
協
同

組
合
本
店
に
お
い
て
射
水
市
農
業
再
生
協
議
会
第
11

回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、水
元
睦
雄
会
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、

次
の
４
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案　

監
事
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

平
成
27
年
度
事
業
報
告
並
び
に

　
　
　
　
　
　

収
支
決
算
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び

　
　
　
　
　
　

に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　

第
１
号
議
案
で
は
、
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

監
事
が
前
監
事
の
渋
谷
斎
さ
ん
か
ら
稲
垣
一
成
さ
ん

に
変
更
す
る
旨
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案
で
は
、「
水
田
農
業
推
進
事
業
」「
担

い
手
育
成
・
確
保
事
業
」「
耕
作
放
棄
対
策
事
業
」

の
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

第
３
号
議
案
で
は
、
協
議
会
事
務
局
の
体
制
変
更

（
一
部
機
能
を
射
水
市
農
林
水
産
課
内
に
設
置
）
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
所
在
地
の
変
更
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
４
号
議
案
で
は
、
経
営
安
定
所
得
対
策
を
円
滑

か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
を
図
り「
射
水
市
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
基
に
数
量
目
標
に
即
し
た
作
付
け
と
本
事
業
交
付

金
の
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
な
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
が
新
た

に
加
わ
り
、事
業
内
容
を
説
明
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
一
定
の
要
件
を
満
た
す
認
定
農
業
者（
個
人
・

法
人
）
及
び
集
落
営
農
組
織
を
担
い
手
と
位
置
づ
け

し
、
１
０
１
経
営
体
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
案
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
全
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
舟
木
康
眞
副
組
合
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
終

了
し
ま
し
た
。

通
常
総
代
会
開
催
の
お
知
ら
せ

第
16
回



　ＪＡいみず野管内においてラジコン
ヘリコプターでの農薬散布が始まりま
した。
　主に早朝に作業を行ないますが、７月
下旬より最盛期を迎えますのでご注意
ください。

今が旬のタケノコ

　

４
月
11
日（
月
）午
前
10
時
よ
り
Ｊ

Ａ
い
み
ず
野
黒
河
集
荷
場
に
て
、
春

の
味
覚
黒
河
特
産
の
タ
ケ
ノ
コ
初
出

荷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
19
戸
の
生
産
者
が
朝
に

採
っ
た
ば
か
り
の
タ
ケ
ノ
コ
８
５
９

キ
ロ
を
持
ち
込
ん
で
行
わ
れ
、
１
キ

ロ
当
た
り
70
円
か
ら
５
０
０
円
で
青

果
店
に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
集
荷
場

で
は
黒
河
筍
グ
ル
ー
プ
の
女
性
に
よ

る
朝
採
れ
の
タ
ケ
ノ
コ
の
加
工
作
業

も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
冬
の
雪
が
少
な
く
４
月

に
入
っ
て
暖
か
い
日
が
続
い
た
影
響

も
あ
り
、
去
年
よ
り
４
日
早
く
、
出

足
は
好
調
で
よ
り
高
品
質
の
も
の
が

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

黒
河
地
区
で
は
、
約
80
戸
の
農
家

が
約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
竹
林
で
栽
培

し
、
そ
の
内
の
約
60
戸
が
出
荷
し
て

い
ま
す
。
同
地
区
の
タ
ケ
ノ
コ
は
、

肥
沃
な
「
黒
土
」
で
育
ち
、
え
ぐ

み
が
少
な
く
香
り
の
強
い
の
が
特
徴

で
、
柔
ら
か
く
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た

食
感
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

収
穫
は
４
月
中
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
５
月
上
旬
ま
で
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

　

農
作
物
直
売
所
菜
っ
ち
ゃ
ん
太
閤

山
店
・
新
湊
店
や
射
水
市
内
の
ス
ー

パ
ー
等
の
店
頭
に
並
ぶ
ほ
か
、
射
水

市
内
の
小
中
学
校
の
給
食
に
も
提
供

さ
れ
る
予
定
で
す
。
旬
の
食
材
、
筍

を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

黒
河
タ
ケ
ノ
コ
初
出
荷

春
の
味
覚 

射
水
市
特
産

５　いみず野だより いみず野だより　４

　

３
月
16
日
～
21
日
の
６
日
間
の
日
程

で
、
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
栽
培
に
精
通
し
て
い

る
宮
長　

悟
さ
ん
（
二
口
地
区
）、
柳
原

一
夫
さ
ん（
富
山
環
境
整
備（
株
））、
宮
長

勝
さ
ん（
当
Ｊ
Ａ
職
員
）が
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン

栽
培
の
指
導
に
タ
イ
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
タ
イ
国
国
会
議
員
で
あ
る
ア
ロ
ン

コ
ン
さ
ん
が
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
栽
培
の
視
察

に
富
山
県
を
訪
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
ア
ロ
ン
コ
ン
さ
ん
の
計
ら
い
で
、
タ

イ
の
日
本
人
タ
イ
進
出
支
援
グ
ル
ー
プ
の

協
力
の
も
と
、
タ
イ
の
ペ
ッ
チ
ャ
プ
リ
ー

に
あ
る
農
場
で
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

タ
イ
は
こ
こ
50
年
間
に

な
い
干
ば
つ
で
、
連
日
40

度
以
上
の
気
温
の
厳
し
い

気
候
の
な
か
、
播
種
と
育

苗
の
方
法
、
水
と
肥
料
の

や
り
方
、
整
枝
、
脇
芽
の

は
ず
し
方
な
ど
実
演
を
交

え
た
指
導
を
行
な
い
ま
し

た
。
現
地
で
は
ハ
ウ
ス
な

ど
設
備
は
整
っ
て
い
る
も

の
の
栽
培
技
術
が
伴
っ
て

い
な
い
た
め
、
甘
い
メ
ロ

ン
が
収
穫
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
基
礎
か
ら
の

指
導
に
力
が
入
り
ま
す
。
専
門
用
語
を
勉

強
さ
れ
た
通
訳
の
方
の
協
力
も
あ
り
、
充

実
し
た
現
地
指
導
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。タ
イ
の
方
々
か
ら
大
変
喜
ば
れ
、

６
月
に
も
２
回
目
の
指
導
へ
出
向
く
予
定

で
す
。

　

ペ
ッ
チ
ャ
プ
リ
ー
で
は
42
棟
の
ハ
ウ
ス

建
設
を
し
、
全
棟
で
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
を
栽

培
す
る
大
き
な
事
業
計
画
を
も
っ
て
い
ま

す
。タ
イ
で
日
本
の
栽
培
技
術
が
普
及
し
、

よ
り
高
品
質
な
メ
ロ
ン
が
生
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

海
外
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン

栽
培
現
地
指
導
in
タ
イ

（左から）宮長 勝氏、宮長 悟氏、アロンコン氏

え
だ
ま
め
播
種
作
業

現
地
研
修
会 

開
催

　

４
月
20
日（
水
）、（
農
）フ
ァ
ー
ム
大

島
の
圃
場
に
お
い
て
、
え
だ
ま
め
播
種

作
業
現
地
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
本
年
度
か
ら
新
規
に
栽

培
さ
れ
る
生
産
組
織
や
既
存
の
生
産
組

織
等
、基
本
技
術
を
再
確
認
し
よ
う
と
、

多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
講
師
と
し
て
高
岡
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
の
柚
木
普
及
指
導
員
に
よ

る
、
基
本
的
な
作
業
内
容
や
管
理
と
し

て
耕
起
前
の
排
水
対
策
や
種
子
消
毒
、

播
種
作
業
の
流
れ
、
防
鳥
対
策
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、（
農
）

フ
ァ
ー
ム
大
島
の
源　

春
夫
組
合
長
に

よ
る
枝
豆
播
種
機
を
使
用
し
た
実
演
講

習
に
関
し
て
、
参
加
者
か
ら
「
播
種
作

業
体
系
が
再
確
認
で
き
た
」
と
好
評
で

し
た
。

　

い
み
ず
野
管
内
に
お
け
る
平
成
28
年

度
の
枝
豆
作
付
け
は
、
昨
年
よ
り
５
団

体
増
で
24
経
営
体
（
20
営
農
組
織
・
４

農
家
）、
18
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
面
積

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
美
味
し
い
射
水
市
産
黒
大
豆

「
た
ん
く
ろ
う
」
が
県
内
市
場
を
中
心

に
首
都
圏
市
場
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　４月７日（木）、小杉低温倉庫において新型トラ
クター、作業機の展示説明会が開催されました。
　この日はあいにくの雨模様で、予定していた
ファーム三ケ北部の圃場での実演試乗会は急きょ
中止となってしまいました。展示会場ではヤン
マー、ヰセキ、クボタなどの各メーカーが一堂に
揃い、最新の大型機がずらりと並びました。より
効率よく農作業を進めたいと、参加者は始まって
いる春作業を思いながらメーカー担当者の説明に
熱心に耳を傾けていました。

トラクター展示
説明会開催

ラジヘリ
始動！

ラジヘリ操縦士出動！



　

４
月
18
日
、
小
杉
小
学
校
（
杉

浦
敬
美
校
長
）
に
て
食
農
教
育
の

教
材
本
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
」
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援

事
業
」
の
一
環
と
し
て
平
成
20

年
か
ら
毎
年
、
こ
の
教
材
本
の

寄
贈
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

射
水
市
の
全
小
学
校
15
校
に
約

１
，０
０
０
冊
の
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。

　

子
供
た
ち
に
農
業
や
食
、
自
然

環
境
の
こ
と
に
つ
い
て
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
こ

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

贈
呈
式
で
は
小
学
５
年
生
を
代
表
し
て
小こ

ば
や
し林
謙け
ん
し
ん信
さ
ん
と
有あ
り
さ
わ澤
祐ゆ

羽う

さ
ん
が
当
農
協
水

元
睦
雄
組
合
長
、
竹
沢
英
二
金
融
共
済
部
融
資
課
長
よ
り
教
材
本
を
受
取
り
「
学
習
に
役

立
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。
教
材
本

は
写
真
や
図
表
を
取
り
入
れ
、
調
べ
学
習

に
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
食
材
を
書
き
入

れ
る
欄
な
ど
が
あ
り
、
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
今
後
の
学
習
に
お
い
て
こ
の
教
材

本
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
農
業

や
食
文
化
に
興
味
を
も
っ
て
農
業
に
理
解

を
深
め
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

７　いみず野だより いみず野だより　６

●
女
性
部
長
挨
拶

　

風
薫
る
さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
っ
て

き
ま
し
た
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
方
に
は

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
よ
り
女
性
部
活
動

に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
農
業
や
Ｊ
Ａ
、
地
域
社
会
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大

筋
合
意
や
農
協
法
改
正
等
に
よ
り
、
非

常
に
激
し
い
情
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、女
性
部
で
は
新
た
な
３
ヶ

月
計
画
「
Ｊ
Ａ
女
性
部　

ふ
み
だ
す
勇

気　

学
ぼ
う
・
伝
え
よ
う
・
地
域
と
と

も
に
！
」
を
基
本
に
置
い
て
、
勇
気
を

も
っ
て
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と

で
、
仲
間
と
と
も
に
学
び
あ
い
、
学
ん

だ
こ
と
を
部
員
に
伝
え
、
地
域
地
消
や

食
農
教
育
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
世

代
に
食
と
農
、
国
産
品
の
大
切
さ
を
伝

え
る
な
ど
、
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
は
次
世
代
を
担
う

フ
レ
シ
ュ
ミ
ズ
の
部
員
を
募
集
し
、
若

い
人
達
の
意
見
を
参
考
に
女
性
部
の
改

革
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
女
性
部

の
仲
間
を
増
や
し
、
こ
の
地
域
に
根
ざ

し
た
Ｊ
Ａ
女
性
部
な
ら
で
は
の
活
動
と

し
て
、
食
の
安
全
、
安
心
を
追
及
し
、

自
給
率
の
向
上
に
努
め
た
め
Ｊ
Ａ
並
び

に
組
合
員
、
女
性
部
員
の
皆
様
方
に
全

面
的
な
協
力
を
お
願
い
し
、
ま
た
、
次

の
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
育
成
や

高
齢
者
支
援
活
動
に
も
力
を
注
い
で
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
女
性
部
活
動
に
多
く

の
参
加
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と

共
に
Ｊ
Ａ
組
織
や
関
係
各
団
体
の
ご
支

援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
富
山
県
女
性
組
織
協
議
会

　

通
常
総
会
に
参
加
し
て

　

雄
大
な
立
山

連
峰
が
、
く
っ

き
り
と
美
し
い

４
月
13
日（
水
）

富
山
県
Ｊ
Ａ
会

館
に
於
い
て
、

第
62
回
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

谷
井
会
長
の

開
会
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
多

数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
富
山
県
農
林

水
産
部
・
伍
嶋
部
長
、
富
山
県
農
業
協

同
組
合
中
央
会
・
穴
田
会
長
、
県
青
壮

年
組
織
協
議
会
・
大
平
会
長
よ
り
力
強

い
応
援
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
議
事
で
は
、
平
成
27
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て
、

監
査
報
告
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て
、
会
費
の
賦

課
並
び
に
徴
収
方
法
、役
員
改
選
、顧
問
・

参
与
の
推
載
に
つ
い
て
の
報
告
が
有
り
、

全
て
の
議
事
は
、
拍
手
を
も
っ
て
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
講
演
と
し
て
、
富
山

県
厚
生
連
、
健
康
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
大
浦
栄
次
し
が
「
健
康
に
直
結
す
る

食
の
安
全
」
～
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
食
の
安
全
の

行
方
は
～
の
テ
ー
マ
で
お
話
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

食
材
・
食
品
表
示
の
偽
装
、
各
国
で

全
く
異
な
る
規
制
の
輸
入
食
品
、
自
給

率
の
低
い
日
本
の
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
、
食
品
添
加
物
や
遺
伝
子

組
換
え
作
物
の
健
康
へ
の
悪
影
響
な
ど
、

多
く
の
問
題
点
を
分
か
り
や
す
く
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。
今
日
の
講
演
を
聞
き
、

あ
ら
た
め
て
次
代
を
担
う
子
供
達
に
は
、

安
心
、
安
全
な
日
本
の
『
食
』
を
確
保

す
る
事
が
大
切
で
あ
る
と
、
強
く
思
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
小
杉
支
部
）

今
後
の
行
事
予
定

５
月
17
日
㈫　

助
け
合
い
組
織
定
例
会

　
　

23
日
㈪
～
25
日
㈬　

家
庭
菜
園
教
室

　
　

27
日
㈮　

料
理
教
室
開
級
式

　
　

30
日
㈪　

手
芸
教
室
開
級
式

６
月
４
日
㈯　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　

８
日
㈬　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　

教
室
開
級
式

　
　
　
　
　
　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
海
老
江
東
町
）

　
　

10
日
㈮　

健
康
教
室
開
級
式

　
　

12
日
㈰
～
13
日
㈪

　
　
　
　
　
　

県
女
性
協
マ
マ
さ
ん
大
学

　
　

14
日
㈫　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
二
口
）

　
　

15
日
㈬　

フ
レ
シ
ュ
ミ
ズ
開
級
式　

　
　

23
日
㈭　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
浅
井
）

　
　

24
日
㈮　

手
芸
教
室

　
　

29
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
小
杉
白
石
）

　
　

30
日
㈭　

料
理
教
室

食
の
教
育
補
助
教
材
の
贈
呈
式

水元組合長（右）らから教材本を受け取る

小
こばやし

林謙
けんしん

信さん（中央左）と有
ありさわ

澤祐
ゆ

羽
う

さん（中央右）

▲ 教材本
「農業とわたしたちのくらし」

　チューリップ球根の生産に取り組んでいる農事組合
法人ファーム大島（源　春夫組合長）が、４月20日（水）
近くの保育園児を招き、摘花作業を体験してもらいま
した。これは、花を愛する心を培ってもらうことを目
的に「花育（はないく）」として、毎年実施しています。
　園児たちはファーム大島の津田信人さんより「球根
を大きくするために花を摘みます」と説明を受け、教
わりながら花を摘みました。この日は大島つばさ保育
園、射水市おおぞら保育園、大島南部保育園の園児た

ちが青空の下、「かわいいね」「いいにおい」など歓声
を上げながら、色とりどりのチューリップ摘みを楽し
みました。袋いっぱいに持ち帰った花は各保育園にて
花びらを使った花絵作りをして、また楽しまれます。
　ファーム大島では今年は「サーモンインプレッショ
ン」や「キャンディプリンス」という品種を主力に４
品目を作付けし、堀取りが始まる６月頃まで、良品質
な球根生産に向けて防除作業を進めています。

“チューリップ摘花体験”

　農事組合法人ファーム大島

大島つばさ保育園

射水市おおぞら保育園

大島南部保育園

女性部長

河岸　芳美

募 集 人 員 40名（最少催行人員35名）

御食事条件 朝－　昼１回　夕１回（お弁当）

旅行実施日 平成28年7月23日㈯

※イスＡ席にて観戦いただきます。

ご旅行代金 大人お一人様17,600円

大相撲名古屋場所千秋楽観戦日帰り
行　　　　　　　　　　　　程 食　事

7/23

㈯

県内各地＝福光 IC＝＜東海北陸道・名古屋高速＞＝
6:00 ～ 6:45　　　　
鳥見町出口＝日本料理千とせ家＝
　　　　　　　　　（名古屋名物を集めたご昼食）11:30 ～ 12:30
                   　　　　 　　　　　　　　　　　　　　
   　　　　　　　　　　　
　＜陶器会社ノリタケ自由見学＞　≪大詰め 14 日目・イス A 席観戦≫

＝ノリタケの森＝愛知県体育館「大相撲名古屋場所」＝
　　　　12:45 ～ 13:30　　　　　　　　　　13:50 ／ 18:30
＝鳥見町入口＝

＝＜名古屋・東海北陸道＞＝福光 IC＝ 県内各地
　　　　　　17:30 ～ 18:30               　　　　　　　　　　　        22:30 ～ 23:00

朝：×
昼：○
夕：○

（お弁当）

予定日程表 ※下記コースは予定です。変更になる場合もございます。

肥田  知久



いみず野だより　８

三菱UFJ ニコスの商品券が当たる！

年金口座指定キャンペーン
期間：平成28年４月１日㈮～平成28年６月30日㈭

先着
1,500名様

●期間中に年金のお受取りをJAいみず野に新たにご指定いただける方で、
当JAの窓口・渉外担当者に「年金請求書」または「支払機関変更届」を
お渡しいただいたお客様に、プレゼントいたします。
●対象となる年金は公的年金（国民・厚生・共済年金）に限ります（企業
年金・国民年金基金は対象外とさせていただきます）。
●プレゼントは富山県合計で先着1,500名様とさせていただきます。期間
中であっても、景品がなくなり次第、プレゼントは終了させていただき
ますのでご了承ください。
●プレゼントはお一人様一回限りとさせていただきます。
●プレゼントは、お客様から指定していただいた年金が入金となったこと
を確認した後に、当JAの渉外担当者が、お客様のご自宅にお届けします。

さらに！以下の特典もご用意しています★

（※各支店へ実施状況をお問い合わせ下さい）
誕生日プレゼント進呈1

年金友の会の活動2

定期貯金金利上乗せ3

“ 三菱UFJニコスギフトカード ”

年金のお受取りをJAいみず野に
新たにご指定いただいた方に

JA
いみず野

●本店前駐車場

車両販売

●本店3F
電化ショー

●第2事務所
宝飾・きもの・バッグ等

●低温倉庫
仏壇・墓石

【会場】いみず野本店

　　　2016年
6月4日土・5日日

AM10：00〜PM 6：00
（6月5日はPM5：00まで）

デジタル
補聴器

お試しもできます。
お気軽にお立ち寄り下さい！

実
施無料相談

聞
こ

え

にお悩みの方 最新

総
合
展
示
会

ふ
れ
あ
い

3,000円 プレゼント!!
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